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議  事  概  要 

 

横見部会長： 

それでは、ただ今から第２０３回近畿船員部会を開催いたします。 

あらかじめお配りしております「第２０２回船員部会」の議事録につきま

して、ご承認をお願いしたいと思います。ご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

横見部会長： 

無いようですので、ご承認をいただいたものとして取り扱わせていただき

ます。 

次に、議題１の「管内の雇用等の状況」について、運輸局からご説明 

をお願いいたします。 

 

大樽船員労政課長： 

それでは「令和７年７月分管内雇用状況」につきまして、ご説明させてい

ただきます。 

１．職業紹介状況 

①求人関係 

新規求人数は、６７人（前月比－６人、８．２％の減、前年同月比：＋

３人、４．７％の増）となっています。 

月間有効求人数は、１９６人（前月比－１１人、５．３％の減、前年同

月比：＋２５人、１４．６％の増）となっています。 

②求職関係 

新規求職者数は、９人（前月比±０人、増減なし、前年同月比：±０人、

増減なし）となっています。 

月間有効求職者数は２６人（前月比－６人、１８．７％の減、前年同月

比－１人、３．７％の減）となっています。 
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③成立状況 

当月の成立数は、４人（前月比：＋１人、３３．３％の減、前年同月

比：＋３人、３００％の増）となっています。 

④職員・部員別成立者内訳 

職種別の内訳は、甲板部職員２人、機関部職員２人、甲板部部員０人、

機関部部員０人、事務部部員０人となっています。 

２．新規求人・求職者の取扱実績 

①職種別内訳 

新規求人の職種別内訳は、職員４６人（甲板部２８人、機関部１８人、

無線部０人、事務部０人）、部員２１人（甲板部１６人、機関部３人、

無線部０人、事務部２人）となっています。 

新規求職の職種別内訳は、職員５人（甲板部４人、機関部１人、無線部

０人、事務部０人）、部員４人（甲板部３人、機関部０人、無線部０人、

事務部１人）となっています。 

②新規求職者の退職理由 

内訳は、船舶所有者の都合が０人、定年退職１人、雇用期間満了０人、

本人の申し出２人、自己の健康１人、倒産１人、就労中２人、不明２人

となっています。 

・倒産による退職１件については、フェリー会社の航路廃止による事業

整理の結果となっています。 

・また、先月の倒産２件につきましては、陸上の飲食店経営者が、店を

たたんで再就職先として司厨員を希望しているというものでございまし

た。一旦窓口に申請後にすぐに取り下げ、ハローワークネットで申請が

行われたので、同一人物による申請となっています。 

③新規求職者の年齢別 

３０歳未満２人、３０歳代０人、４０歳代０人、５０歳代６人、６０歳

以上１人となっています。５０歳以上は７人で占める割合は７７．８％、

３０歳未満の占める割合は２２．２％です。 

３．失業等給付金支給状況 
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当月末の受給資格者数は１８人で、基本手当の支払実人数は２人、給付

件数は３件となっています。給付金額は２７７，０００円です。前月は０

人、給付件数は０件、給付金額は０円でした。 

それから、高年齢求職者給付金が０件、０円、再就職手当が１件、４０

２，８８５円、就業促進定着手当が０件、０円、その他が０件、０円。よ

って、当月支給額計は、６７９，８８５円となります。 

 

４．月間有効求人倍率の推移 

７月の近畿船員は７．５４倍で、前月比＋１．０７ポイント、前年同

月比、＋１．２１ポイントとなっています。 

 

５．近畿運輸局、月間有効求人・求職状況 

①月間有効求人は１９６人で、このうち、新規求人者数は６７人となって

います。 

当局の紹介による求人側の成立は４人、他局成立は０名でございました。 

求人の取り消しは６６人で、理由の内訳は有効期限切れ６６人、自己応

募・縁故により採用０人、会社都合により取り下げ０人、その他は０人

となっています。 

 

②月間有効求職者は２６人で、前月との差は－６人でした。 

当局の紹介による求職側の成立は０人、他局成立は０人でした。 

求職の取り消しは６人で、理由の内訳は期限切れ５人、自己応募・縁故

により採用０人、自己都合により取り下げ１人、その他０人となってい

ます。 

 

６月の全国運輸局別の有効求人、有効求職、成立数、有効求人倍率につ

きましては、集計データのエラーが発生しており、来月に併せて報告いた

します。 
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以上が管内の雇用等の状況でございます。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございます。 

 資料１、２についてご質問等ございますでしょうか。  

 

安達委員： 

先月の倒産について、同一人物の２件としてダブルカウントになっていた

件ですが、データ管理上、自動的に検出して修正等できないのでしょうか。 

 

大樽船員労政課長： 

 自動検出はされません。一件づつ確認が必要となります。ケースとしては

稀ですが、こちらから修正は難しいかと思います。 

 

横見部会長： 

 はい、ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

無いようですので、それでは、次に議題２の「その他」に入ります。 

 運輸局の方から説明をお願いします。 

 

三浦海事振興部次長： 

資料４を説明申し上げます。 

まず、令和７年６月分の内航海運の輸送動向調査の概要ですが、貨物船と

油送船を合計した輸送量は前年同月比 ９９％となっております。 

貨物船は 鉄鋼、原料（石灰石・スラグ）、雑貨、セメントが減少 

     燃料（石炭、コークス）、紙・パルプ、自動車は増加 

油送船は 高温液体、耐腐食が減少 

     高圧液化が増加 

黒油、白油、ケミカルは前年同月並みの水準 

のようです。 
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６月の貨物船の輸送量は、前年同月比９８％、前月比で１０７％となって

います。 

鉄鋼は ９７％、海上での輸送障害はほぼ発生せず、順調な輸送ができた

ようですが、鉄鋼製品の出荷量は、前年同月と比べれば減少のようです。 

原料は ９７％、石灰石、金属鉱の減少もあり原料全体で減少のようです。 

燃料は １０２％、 気温上昇のため、石炭火力発電所向けの輸送需要が

旺盛となったようです。 

紙・パルプは １２７％、 紙製品はマシントラブルや品質不良により、

イレギュラーな輸送が発生したことで増加したほか、バイオマス燃料の木材

チップの輸送が目立ったようです。 

雑貨は ９７％、 一部で備蓄米のスポット輸送が継続しているほか、医

薬品・飲料等の輸送が見られたが、自動車部品・工業品の輸送需要の減少で

全体を押し下げているようです。 

自動車は １０２％、 前年同月の認証不正問題による影響で反動増が見

られているようです。 

セメントは ９３％、 前月同様にセメント専用船の減船や入渠船が見ら

れ、前年同月比減少で推移しているようです。 

続きまして、油送船の輸送量ですが、前年同月比１００％で、前月比１０

３％となっています。 

黒油（こくゆ）は１００％、 全国的な気温上昇により需要期に入ったも

のの、原子力発電所の稼働率の上昇やその他のエネルギーへのシフトで黒油

火力向けの需要は低調のようです。 

また、一部船舶の陸側の人手不足による長期停船や製油所の定期修理等の

影響もあったようです。 

白油（はくゆ）は１００％、 冬場に向けて灯油の備蓄輸送が始まったよ

うです。 

 

それでは５ページ以降、貨物ごとの状況です。６月の対前年比欄と、右側

の対前月の欄をご覧下さい。 

鉄鋼の前年比は、     ９７．２%で、 前月比   ９８．３% 
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原料の前年比は、     ９６．９%で、 前月比  １００．４% 

燃料の前年比は、    １０２．４%で、 前月比  １３３．０% 

紙・パルプの前年比は、１２８．０%で、 前月比  １２９．０% 

雑貨の前年比は、     ９６．５%で、 前月比   ９８．５% 

自動車の前年比は、   １０２．０%で、 前月比  １１５．４% 

セメントの前年比は、   ９３．４%で、 前月比  １０７．０% 

貨物船全体の輸送量は、１，６３９万３千トンで 

前年比が、 ９８．４%で、 前月比 １０６．５%となっています。 

 

黒油（こくゆ）の前年比は、 ９２．９%で、 前月比  ９３．０% 

白油（はくゆ）の前年比は、 ９４．６%で、 前月比  ９９．８% 

ケミカルの前年比は、    ９７．９%で、 前月比  ７７．３% 

一般タンカーの輸送量は、６８７万７千トンで 

前年比が、９９．８%、 前月比  １０４．３%となっています。 

 

続きまして、 

高圧液化の前年比は、 １０４．１%で、 前月比   ９１．９% 

高温液体の前年比は、  ９０．１%で、 前月比   ８５．４% 

耐腐食の前年比は、   ９２．８%で、 前月比  １００．０% 

特タン船の輸送量は、８５万トンで 

前年比が、９７．９%で、 前月比  ９４．２%となっており、 

全てのタンカーの合計は、 ８０２万４千トンで 

前年比が、 ９９．６%で、 前月比 １０３．１%となっています。 

 

次に資料５、令和７年６月における長距離フェリーの輸送実績でございま

す。 

６月の欄と、右のほうの対前月、対前年同月比のところをご覧ください。 

まずは「トラック」ですが、 

北海道方面では、１０，６３９台となっており、前月比が ９５．９%、

前年比 ９５．４% 
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北九州方面では、３０，９８１台となっており、前月比が１０９．２%、

前年比 ９１．７% 

中九州方面では、１１，６０３台となっており、前月比が１０５．０%、

前年比１０３．６% 

南九州方面では、１１，５９９台となっており、前月比が ８７．６%、

前年比１０２．０% 

 

次のページの「旅客」では、 

北海道方面では、 

２０，１６３人となっており、前月比が１４１．５%、前年比１２１．９%

北九州方面では、 

６６，１５１人となっており、前月比が ８２．３%、前年比１１２．０%

中九州方面では、 

３１，２７３人となっており、前月比が ７８．０%、前年比１１３．４%

南九州方面では、 

２０，６３７人となっており、前月比が ６７．３%、前年比１１９．０%

となっています。 

 

最後に、次のページの「乗用車」では、 

北海道方面では、 

７，３３３台となっており、前月比が１２８．９%、前年比１１３．６% 

北九州方面では、 

２２，２０９台となっており、前月比が ８５．８%、前年比１１３．５%

中九州方面では、 

３，８１６台となっており、前月比が ６０．２%、前年比 ８８．３% 

南九州方面では、 

５，８１８台となっており、前月比が ６９．１%、前年比 ９８．４% 

となっています。 
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横見部会長： 

 ありがとうございました。 

それでは、これまでの説明についてご質問等ございますでしょうか。 

 

三輪委員： 

 資料４の２ページ目、「油送船の概要」のなかで、製油所の定期修理、プ

ラントの定期修理と複数みられる定期修理について、定期ということは年に

数回行われるかと思うのですが、毎年６月に集中するのでしょうか。 

 

礒合委員： 

 石油業界は、６月から９月は閑散期でタンカーも動かない時期となります。

その間に陸上施設の定期検査等を集中して行います。製油所は、４年に１回

大規模定期修理が行われ、間の２年に1回中規模修理が行われており、大規

模の場合。装置をすべて止める為３ヶ月近くかかるそうです。その間、出荷

も大幅に減少します。止めている製油所の分は別の製油所での出荷となるの

ですが、全体の輸送量は減ります。 

 

土屋委員： 

 プラントでは関連法令で定期修理が厳しく決められています。各プラント

でまちまちのようですが、一般的には２年に一度の大定修、毎年の小定修な

どでほぼ毎年行っています。トラブルとか事故が発生すると、大きな定期修

理を毎年やりなさいという指導があったりするとのことです。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 

それでは次に事務局より報告事項がありますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

・今年度の近畿運輸局における最低賃金の諮問について 

〔 大樽船員労政課長（説明）〕 
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横見部会長： 

ありがとうございました。今の件について、何か質問ございますか。 

 

横見部会長： 

 それでは次に、船員政策や船員労働全般に関わる様々な問題につきまして、

ご意見や情報などございましたらご発言をお願いいたします。 

 では、まず労働者委員のほうから、いかがでしょうか。 

 

佐藤委員： 

 先日、館山海上技術学校から令和８年度から入学生募集を停止するという

発表がありました。船員不足の状況の中で、国が先頭に立って船員を育てて

いかなければならない状況で、海員学校が廃校となっていくのは問題だと思

います。また、内航未来創造プランの中では、海技教育機構の養成定員数５

００名の目標を掲げている中で、現在、３９０名であるのに、館山が無くな

ると、逆行している状況です。今回の募集停止となった背景について説明を

お願いいたします。 

 

三浦海事振興部次長： 

 今回の館山校の廃校は、機関教員の不足によるもので、館山校を募集停止

して、機構全体で整理する考えかと思います。今後は、ＪＭＥＴＳの第八次

計画で、目標に向けて館山校の募集停止分をどこかで補足、追加が行われて

いくものと思われます。 

 

浦委員： 

 機関に限らず先生が足りないと聞いています。独立行政法人で毎年予算が

削減されていく状況ですが、教える側の先生の給料を上げていかないと、教

員のなり手はいなくなります。 

 

礒合委員： 

 水産系高校も同じく、先生の給料が安く、なり手がいないと聞いています。 
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浦委員： 

 職場環境もかなり悪くて、サービス残業は当たり前と聞いています。それ

で給料が安いとなると誰も来てくれないですね。 

 

三浦海事振興部次長： 

 日本船主協会、大手三社が練習船を寄贈するという話が新聞記事にありま

した。そういった支援もあったりしてどうにか持ち直して欲しいと思います。

今の段階では、全体の総数を減らさない方向で動いているとは感じています。 

 

土屋委員： 

 以前の資料では、６級養成機関を増やして総数は維持するとありましたが。 

 

三浦海事振興部次長： 

 ６級養成をしている尾道とか日本海洋資格センターでは、１００名定員の

ところを２００名まで増やす動きがあるという話がありますね。 

 

大樽船員労政課長： 

 奨学金の制度ができてから１５０名くらいまで増えたと聞いています。 

 

土屋委員： 

 ６級の養成機関では乗船履歴が付かないので、各会社で余剰人員として雇

用して履歴を付けるとなると、大きな船を運航している大手に比べて小型船

しか持っていない個人船主などではそもそも余剰人員を乗船させる部屋が無

いとなって、ますます格差が広がるのではと心配しています。雇用をしても

育成できないので、結果雇うことができない。中途で大手を辞めた人を雇う

にしても待遇面で敵わないとなると、中小はますます淘汰されて全体の船数

が維持できなくなっていくのではないかと危惧しています。また、逆に小さ

い船で６級免状を取ったばかりの経験が浅い人がすぐ機関長になったりして

しまって、経験不足から起こる事故が今後増えていくのではないかとも思い

ます。 



－13－ 

 あと、館山の場合は寮が老朽化で水漏れがひどくて直さないと来年から使

えなくなるという状況みたいです。 

 

礒合委員： 

 ＪＭＥＴＳとして、若い新卒を５００名分育てていく施設を維持していか

ないと、特に小さい会社は大きい会社からの人材を受け入れている状況です

ので、５級も増やしていくというのが人手不足への対応だと思います。 

 

佐藤委員： 

 先生の待遇や施設などのハード面の改善など、できることからやってほし

いとは思います。この先どうなるんだろうと海運業界皆が心配しております。 

 

礒合委員： 

 自分の母校が無くなってしまうのではないかと心配する船員は多いです。 

 

三浦海事振興部次長： 

 館山校がなくなると、本科校は口之津校だけとなり、あとは高卒対象の短

大がほとんどになってしまいますね。 

 

土屋委員： 

 海技系学校出身者は横のつながりが強くて、２０年、３０年経っても仲間

として繋がっているケースも多く、それが離職率の低下にも結びついてると

思います。６級の取り方では３ヶ月の講習でバラバラになるのでつながりは

薄いです。 

 

礒合委員： 

 大学出身者も、そこまで強くないと感じています。 

 

横見部会長： 

 ありがとうございました。 



－14－ 

 ほか、労働者委員からなにかございましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 

 

横見部会長： 

 では続いて、使用者委員のほうから何かございますでしょうか。 

 

横見部会長： 

では続いて、公益委員のほうから何かございますでしょうか。 

 

横見部会長： 

事務局のほうからはいかがでしょうか。 

 

横見部会長： 

 それでは本日の部会は終了いたします。 

次回は９月１８日（木）１６時００分からとなっておりますので、皆様よ

ろしくお願いいたします。 

 

(配付資料) 

 資料１．令和７年７月分 近畿運輸局管内船員職業紹介実績表 

資料２．令和７年７月分 月間有効求人・求職状況（近畿管内） 

資料４．内航輸送実績状況（令和７年６月分まで） 

資料５．長距離フェリー輸送実績の推移（令和７年６月まで） 

資料６. 最低賃金関係資料１～４ 


